特定非営利活動法人 津高生活交流センター（仮称）
設　立　総　会　の　ご　案　内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００７年２月１日

向日葵倶楽部・ＮＰＯ法人設立準備会

　今年も早や１ヶ月が経ちました。いかがお過ごしでしょうか。

　昨秋の向日葵倶楽部総会では、年明けにＮＰＯ法人の申請をおこない、来年度中には障害をもつ人々の就労支援施設開設をめざそうと、おおむねの予定が確認されました。
それを受けこの間、役員を中心に準備をすすめてきましたが、このたび下記のとおり設立総会を開催することにしました。何かとご多忙のところと存じますが、万障繰り合わせの上ご出席いただきますようご案内申し上げます。
記

　　と　き　　２００７年２月１７日（日）　午後２時から４時頃まで

　　ところ　　岡山市立　津 高 公 民 館
　　議　題　　第１部　向日葵倶楽部の法人移行に関する件

　　　　　　　第２部　ＮＰＯ法人設立の件

　　　　　　　　（１）設立趣旨書について
　　　　　　　　（２）定款について

　　　　　　　　　　　　①法人の名称　②実施予定の事業　③会員と会費
　　　　　　　　　　　　④役員　　　　⑤法人の運営　　　⑥その他

　　　　　　　　（３）事業計画及び収支予算について

　　　　　　　　（４）役員の選任について

　　　　　　　　（５）会費について

　　　　　　　　（６）その他

· 設立趣旨書（案）および提案内容については以下をご参照ください。

· ＮＰＯ法にもとづく総会となります。入会の意思があり、当日ご参加いただけない場合は、委任状を提出くださいますようお願い致します。
設　　立　　趣　　旨　　書　（案）
１　趣　　旨

　人はみな、安心して豊かに暮らせることを望んでいます。ところが障害をもつ人々の現実は深刻で、地域での生活が困難、働きたくても働く場がない、親亡き後をどうするかなど、自己の努力では解決できない課題が未だたくさん残されています。私たちの地域（岡山市津高地区）でも障害をもつ方の親御さんから、学区内に働く場がなく遠方に出ている、家にこもってしまいがちなどの訴えがあがっています。

このような課題は、障害をもつ人やその家族個々の責任ではなく、社会全体で解決しなければならないものです。私たちは、津高地区内に障害者が働ける場・生活する場を設立することを目標にし、賛同者・協力者を拡げるとりくみをすすめてきました。その結果、津高地区内３小学校区の連合町内会長から賛同をいただき、社会福祉協議会津高支部には補助金支給を決めていただきました。地区内にある小規模障害者作業所（補助なしで運営）の方々からも、期待と協力の声がよせられています。

協力者を募るとりくみには、障害をもつ方自身もがんばってきました。最近、その方のご近所から「〇〇ちゃん、最近生き生きしとるなぁ」という声を聞きました。障害をもつ人も、高齢者も、子どもたちも、みんなが輝く――私たちは、そんな地域づくりのために貢献したいという思いを強くしています。
　日本国憲法では基本的人権の保障がうたわれています。国連では、障害者権利宣言（1975年）に続き、2006年に障害者権利条約が採択されました。日本政府は2007年、この条約を批准しました。私たちは、障害をもつ人々をとりまく各種課題の解決のため、「障害者は、同年齢の市民と同等の基本的権利を有する」（障害者権利宣言）など障害者権利保障の観点を基礎にし、そこから導かれるノーマライゼーション理念（障害の有無に関わらずあらゆる人がともに住み、ともに生活できる社会を築くこと）をめざすことが大切であると考えます。

法人を設立することによって、障害をもつ人々が地域の人々と力を合わせながら生き生き働ける場づくり、さらに障害をもつ人々が地域の人々とともに安心して生活できる場づくりをすすめます。このような事業、活動を通じて、障害をもつ人とその家族間、さらには地域居住者との間で、交流と親睦を深めます。このことは、地域福祉の増進をはかり、良好な地域社会の維持および形成に寄与するものであると考えます。
以上

２　申請に至るまでの経過

〇平成１９年４月　横井上町内会総会の平成１９年度新規事業として「障害者も安心して暮らせる基盤の整備」を決議

　〇　　同　　６月　障害をもつ人とその親、町内役員がよびかけ人となり、事業の推進母体となる「向日葵倶楽部（ひまわりクラブ）」を結成

〇　　同　　８月　町内会親睦夏まつりでアマチュアバンドによるコンサートを開き結成をアピール

〇　　同　　９月　「津高ふれあいマスカットまつり」に出店。手作り作品を販売して宣伝・広告

　〇　　同　１１月　向日葵倶楽部総会を開催しＮＰＯ法人化を決議

　〇　　同　１２月　ＮＰＯ法人化に向けての準備会結成

　〇平成２０年１月　ＮＰＯ法人化に向けての協議（設立総会まで数回）

　

提　案　内　容　要　旨

第1部 向日葵倶楽部の法人移行に関する件
向日葵倶楽部役員からの提案は以下のとおりです。
向日葵倶楽部の組織を基礎にし、ＮＰＯへの発展をはかります。これまでの事業・会計報告、残金の扱い等の提案は当日おこないます。

　　　　　これまでご協力いただいた方は引き続き、ＮＰＯ法人の会員としてご入会くださるようお願いします。

　　　　　また、向日葵倶楽部の名称は、ＮＰＯ法人化後も何らかの形で残していくことを考えています。

第2部 ＮＰＯ法人設立の件

　　　　　（１）設立趣旨書　上記の趣旨書（案）をご覧ください。
　　
　　　（２）定款について　準備会からの提案は下記のとおりです。
　　　　　　　　　①法人の名称　津高生活交流センター　

　　　　　　　　　②実施予定の事業　障害者の就労支援・共同生活支援

交通過疎地域での移動支援

地域居住者との交流

　　　　　　　　　③会員　　　正会員（決議権あり） 個人、団体
                              賛助会員（決議権なし） 個人、団体

会費　年会費としていずれも１口1000円（１口以上）

　　　　　　　　　④役員　法定の役員は理事及び監事（必置）

内部役員として幹事及び顧問

　　　⑤法人の運営　日常の運営は理事会

　　　　　　　　　　意見を聞く場として年４回の幹事会

　　　　　　　　　　最高議決機関は年１回の総会

　　　⑥その他

　
　　　　　（３）事業計画及び収支予算について　　当日提案します。
　　　　　（４）役員の選任について　　　　　　　当日提案します。
　　　　　（５）会費について　　　上記（２）の③をご覧ください。
　　　　　（６）その他
お　ね　が　い
　ごめんどうですが、以下の項目にお答えいただき（どちらかに○を）、ＦＡＸにてご返送くださいますようお願い致します。

ＦＡＸ　０８６－２９４－６０７７
特定非営利活動法人 津高生活交流センター（仮称）に

　　　入　会　　　　　します　　　　　しません
　　入会いただける方　　　正会員　　　　　賛助会員
· ＜参考：会員について準備会案＞

正会員が特定非営利活動促進法でいう決議権をもつ会員（法では「社員」という）となります。

　　　　正会員＝法人の事業および活動を推進・運営する個人および団体。年会費は１口1,000円（１口以上）。
　　　賛助会員＝法人の事業および活動を支援・援助する個人および団体。年会費は１口1,000円（１口以上）。
　設立総会に　　　　　参加　　　　　不参加
· 入会検討中の方もご参加いただいて結構です。

お名前　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　ご住所　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　―　
　　　　入会するが総会不参加の方　　下にも署名をお願いします。　　　　　　
総会での議決は（　　　　　　　　　）を代理人として委任します。

上の（　　　）に記名なき場合は、準備会役員に一任いただいたものとします。

　　　　　　　　　　　　お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　
